
保健福祉学部 看護学科　カリキュラム・マップ

授業科目の名称
DP１

リテラシー・
倫理・教養

DP２
科学的根拠・
実践的判断力

DP３
生活の質・

看護実践能力

DP４
複眼的視点・

連携協働

DP５
主体的学修・

自己研鑽

DP６
異文化や多様な価

値観の理解

統計学 ◎

生命倫理 ◎

生命科学 ◎

人体形態学 ◎ 〇

人体機能学 ◎ 〇

生化学 ◎ 〇

栄養学 ◎ 〇

病理学 ◎ 〇

臨床治療学Ⅰ 〇 ◎ 〇 〇 〇

臨床治療学Ⅱ ◎

臨床治療学Ⅲ ◎

感染微生物学 ◎

薬理学 ◎

臨床薬理学 ◎ 〇

生涯発達論 ◎ 〇

家族社会学 ◎ 〇 〇

人間工学 ◎ 〇

ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論 〇 ◎

保健医療福祉連携論 ◎

社会福祉概論 ◎ 〇 〇 〇

連携協働の基礎 ◎

連携協働演習Ⅰ ◎

連携協働演習Ⅱ 〇 ◎

公衆衛生学 〇 ◎ 〇

人間関係論 〇 ◎

疫学 ◎

保健医療福祉行政論Ⅰ 〇 〇 ◎

保健医療福祉行政論Ⅱ 〇 〇 ◎

福祉環境論 ◎ 〇

人権と法 〇 〇 ◎

ソーシャルインクルージョン論 〇 〇 〇 〇 〇 ◎

医療福祉論 〇 ◎

６　異文化を理解するとともに、多様な価値観を認識し、国際的視野を持って活動することができる力を身につけている。
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５　知的関心を持ち、主体的に学習する能力と自ら研究する態度を持ち継続的に自己を研鑽する力を身につけている。

名寄市立大学保健福祉学部看護学科は、次の要件を満たした学生について、豊かな人間性と幅広い教養に支えられ、対象となる人々の健康課題に対して関係職種と連携・
協働し、地域社会に主体的に貢献できる看護の専門職としての実践力を修得したと認め、卒業を認定し、学士（看護学）の学位を授与する。

１　職業人としての幅広い教養や基本的なリテラシーを身につけ、人間の基本的権利を尊重し、全人的に広く理解し行動できる力を身につけている。

２　科学的根拠に基づいた看護の実践的判断ができる力を身につけている。

３　対象となる人々の生活の質を考慮して、主体的、自律的に看護を実践できる力を身につけている。

４　世界や地域社会の諸問題を学び、複眼的な視点で保健・医療・福祉ニーズを明確に捉え、地域住民及び関係機関の人々と連携・協働し、保健・医療・福祉の統合、向上に
取り組める力を身につけている。
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授業科目の名称
DP１

リテラシー・
倫理・教養

DP２
科学的根拠・
実践的判断力

DP３
生活の質・

看護実践能力

DP４
複眼的視点・

連携協働

DP５
主体的学修・

自己研鑽

DP６
異文化や多様な価

値観の理解

看護学概論 〇 ◎ 〇 〇

看護技術論 〇 ◎ 〇 〇

看護共通技術Ⅰ 〇 〇 ◎ 〇

看護共通技術Ⅱ 〇 〇 ◎ 〇

基礎看護技術Ⅰ 〇 〇 ◎ 〇

基礎看護技術Ⅱ 〇 〇 ◎ 〇

基礎看護技術Ⅲ 〇 〇 ◎ 〇

基礎看護技術Ⅳ 〇 〇 ◎ 〇

ヘルスアセスメント 〇 ◎ 〇 〇

看護過程演習 〇 ◎ 〇 〇

地域看護学概論 〇 ◎ 〇

地域看護活動論Ⅰ 〇 〇 ◎ 〇 〇

地域看護活動論Ⅱ 〇 ◎ 〇 〇

在宅看護活動論Ⅰ 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇

在宅看護活動論Ⅱ 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇

成人看護学概論 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇

成人看護活動論Ⅰ[急性期] 〇 〇 ◎ 〇 〇

成人看護活動論Ⅱ[慢性期] 〇 〇 ◎ 〇 〇

老年看護学概論 〇 ◎ 〇 〇 〇

老年看護活動論Ⅰ 〇 〇 ◎ 〇 〇

老年看護活動論Ⅱ 〇 〇 ◎

小児看護学概論 〇 ◎ 〇 〇

小児看護活動論Ⅰ 〇 ◎ 〇

小児看護活動論Ⅱ 〇 ◎ 〇

母性看護学概論 〇 ◎ 〇 〇

母性看護活動論Ⅰ 〇 ◎

母性看護活動論Ⅱ 〇 ◎

精神看護学概論 〇 ◎ 〇 〇

精神看護活動論Ⅰ 〇 ◎

精神看護活動論Ⅱ 〇 ◎ 〇

授業科目の名称
DP１

リテラシー・
倫理・教養

DP２
科学的根拠・
実践的判断力

DP３
生活の質・

看護実践能力

DP４
複眼的視点・

連携協働

DP５
主体的学修・

自己研鑽

DP６
異文化や多様な価

値観の理解
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基礎看護学実習Ⅰ ◎ 〇 〇 〇 〇

基礎看護学実習Ⅱ 〇 〇 ◎ 〇 〇

地域看護学実習 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇

成人看護学実習Ⅰ[急性期] 〇 〇 ◎ 〇 〇

成人看護学実習Ⅱ[慢性期] 〇 〇 ◎ 〇 〇

老年看護学実習 〇 〇 ◎ 〇 〇

小児看護学実習 〇 ◎ 〇 〇

母性看護学実習 〇 〇 ◎ 〇 〇

精神看護学実習 〇 〇 ◎ 〇

統合実習 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇

看護倫理 〇 ◎

看護マネジメント論 ◎

看護教育学 〇 〇 〇 〇 ◎

災害看護学・国際看護学 ◎ 〇 〇

看護情報学 〇 〇 〇 ◎

看護統合演習 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇

看護研究の基礎 〇 ◎ 〇

卒業研究 〇 〇 〇 ◎

創成看護学活動論Ⅰ ◎ 〇

【保健師課程】
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授業科目の名称
DP１

リテラシー・
倫理・教養

DP２
科学的根拠・
実践的判断力

DP３
生活の質・

看護実践能力

DP４
複眼的視点・

連携協働

DP５
主体的学修・

自己研鑽

DP６
異文化や多様な価

値観の理解

公衆衛生看護学概論 ◎ 〇 〇 〇 〇

創成看護学活動論Ⅱ 〇 〇 〇 ◎ 〇

公衆衛生看護技術論 〇 〇 ◎ 〇

公衆衛生看護技術論演習 〇 〇 ◎ 〇

公衆衛生看護活動論Ⅰ 〇 ◎ 〇 〇 〇

公衆衛生看護活動論Ⅱ 〇 ◎ 〇 〇 〇

公衆衛生看護活動論Ⅲ 〇 ◎ 〇 〇 〇

公衆衛生看護活動論Ⅳ ◎ 〇 〇

公衆衛生看護管理論 〇 〇 ◎ 〇

公衆衛生看護学実習Ⅰ 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇

公衆衛生看護学実習Ⅱ 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇

【助産師課程】

授業科目の名称
DP１

リテラシー・
倫理・教養

DP２
科学的根拠・
実践的判断力

DP３
生活の質・

看護実践能力

DP４
複眼的視点・

連携協働

DP５
主体的学修・

自己研鑽

DP６
異文化や多様な価

値観の理解

助産学概論 ◎ 〇 〇 〇 〇

リプロダクティブヘルス ◎ 〇 〇 〇 〇

妊娠期・分晩期の診断とケア ◎ 〇

産褥期・新生児期の診断とケア ◎ 〇

助産診断・技術学演習Ⅰ ◎ 〇

助産診断・技術学演習Ⅱ ◎ 〇

助産診断・技術学演習Ⅲ ◎ 〇

助産過程演習 ◎ 〇

地域・国際母子保健学 〇 〇 〇 〇 ◎

地域母子保健演習 ◎ 〇

助産管理学 〇 〇 ◎ 〇

助産学実習Ⅰ 〇 〇 ◎ 〇 〇

助産学実習Ⅱ 〇 〇 ◎ 〇 〇

助産学実習Ⅲ 〇 〇 ◎ 〇 〇

助産学実習Ⅳ 〇 ◎ 〇 〇 〇

助産学実習Ⅴ 〇 〇 ◎ 〇 〇
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	看護

